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木
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１．安息日
あんそくにち

午後
ご ご

 

 聖書
せいしょ

は 4 0
よんじゅう

人
にん

以
い

上
じょう

の記
き

者
しゃ

が、1500（せんごひゃく）年
ねん

以
い

上
じょう

をかけて書
か

いた 6
ろくじゅう

6
ろっ

巻
かん

からできています。

このような本
ほん

は他
ほか

にありません。聖書
せいしょ

は特別
とくべつ

な本
ほん

です。 

 4
よん

世
せい

紀
き

までに書
か

かれた新約聖書
しんやくせいしょ

の写本
しゃほん

（原文
げんぶん

（元
もと

の文
ぶん

）を人
ひと

の手
て

で書
か

き写
うつ

したコピー）は2
に

万
まん

4600（よんせん

ろっぴゃく）点
てん

以
い

上
じょう

現存
げんそん

しています（あります）。これは、同
おな

じ時
じ

代
だい

のほかのギリシャ哲学者
てつがくしゃ

や歴
れき

史
し

家
か

たちの写本
しゃほん

よりもはるかに（とても）多
おお

い数
かず

です。ですから、昔
むかし

の聖書
せいしょ

の文
ぶん

章
しょう

が損
そこ

なわれずに（無
な

くならずに）今
いま

も残
のこ

さ

れている証
しょう

拠
こ

となっています。現在
げんざい

では聖書
せいしょ

はたくさん印刷
いんさつ

され、たくさんの国
くに

の言
こと

葉
ば

に翻訳
ほんやく

され、全
ぜん

世
せ

界
かい

の

9
きゅうじゅう

5
ご

％（パーセント）の人
ひと

が読
よ

むことができる本
ほん

になりました。 

 聖書
せいしょ

は長
なが

い歴
れき

史
し

の中
なか

で神様
かみさま

がなさった救
すく

いの計画
けいかく

と業
わざ

に焦
しょう

点
てん

が当
あ

てられた本
ほん

です。その中
なか

には預
よ

言
げん

も含
ふく

ま

れています。わたしたちは聖書
せいしょ

を「生
い

ける言
こと

葉
ば

」として受
う

け取
と

る必要
ひつよう

があります。 

 

２．日曜日
にちようび

：神
かみ

の生
い

ける言
こと

葉
ば

 

申命
しんめい

記
き

3
さんじゅう

2
に

： 4
よんじゅう

6
ろく

〜
から

4
よんじゅう

7
なな

はモーセの最
さい

後
ご

のメッセージ（遺言
ゆいごん

）です。「あなたがたはわたしが、きょ

う、あなたがたに命
めい

じるこのすべての言
こと

葉
ば

を心
こころ

におさめ、子
こ

供
ども

たちにもこの律法
りっぽう

のすべての言
こと

葉
ば

を守
まも

り行
おこな

うこ

とを命
めい

じなければならない。この言
こと

葉
ば

はあなたがたにとって、むなしい言
こと

葉
ば

ではない。これはあなたがたのいのちで

ある。…」 

モーセがイスラエルの民
たみ

に最
さい

後
ご

に残
のこ

したかったメッセージは、神様
かみさま

の言
こと

葉
ば

に目
め

を向
む

け、神様
かみさま

の御
み

旨
むね

（み心
こころ

）を

行
おこな

うことと、その言
こと

葉
ば

を子
こ

供
ども

たちに繰
く

り返
かえ

し教
おし

えることでした。イスラエルの民
たみ

は「この律法
りっぽう

の言
こと

葉
ば

のすべて」

を守
まも

るように命
めい

じられたのでした。聖書
せいしょ

のすべてに忠
ちゅう

実
じつ

でいることとは、神
かみ

の掟
おきて

をまもり、イエスのあかしを持
も

つことを意味
い み

します（黙
もく

示
し

録
ろく

1
じゅう

2
に

： 1
じゅう

7
なな

）。これが、わたしたちが永遠
えいえん

の御
み

国
くに

へ入
はい

ることを確
たし

かなものにするの

です。 

 

３．月曜日
げつようび

：だれがどこで聖書
せいしょ

を書
か

いたのか 

いろいろな記
き

者
しゃ

が、いろいろな時
じ

代
だい

に、いろいろな場
ば

所
しょ

で聖書
せいしょ

を書
か

いたということは、いろいろな文
ぶん

化
か

の人々
ひとびと

に

メッセージを伝
つた

えるために神様
かみさま

が働
はたら

かれていることを意味
い み

します。聖書
せいしょ

を書
か

いた人
ひと

には王
おう

や囚
しゅう

人
じん

、羊
ひつじ

飼
か

いな

ど様々
さまざま

でしたが、この人
ひと

たちに共
きょう

通
つう

していたことは、神様
かみさま

に選
えら

ばれて、霊感
れいかん

を受
う

け、神
かみ

の民
たみ

へのメッセージを書
か



いたということです。聖書
せいしょ

はわたしたちを教
おし

え導
みちび

くものです。神様
かみさま

が聖霊
せいれい

を通
とお

して、語
かた

るべきことと、書
か

くべき

ことを記
き

者
しゃ

に選
えら

ばせたのでした。 

 

４．火曜日
かようび

：預
よ

言
げん

としての聖書
せいしょ

 

聖書
せいしょ

の3
さん

0
じゅう

％（パーセント）は預
よ

言
げん

や預
よ

言
げん

的
てき

文書
ぶんしょ

になっています。預
よ

言
げん

とその成
じょう

就
じゅ

が聖書
せいしょ

の世
せ

界
かい

観
かい

の中
ちゅう

心
しん

です。神様
かみさま

は未
み

来
らい

のことを預
よ

言
げん

者
しゃ

（神様
かみさま

の言
こと

葉
ば

を話
はな

す人
ひと

）たちに示
しめ

されました。 

旧
きゅう

約
やく

聖書
せいしょ

には直
ちょく

接
せつ

的
てき

なメシア預
よ

言
げん

（救
すく

い主
ぬし

キリストについての預
よ

言
げん

）が少
すく

なくとも 6
ろくじゅう

5
ご

あります。聖所
せいじょ

やいけにえなど、キリストを指
さ

し示
しめ

すもの（予
よ

型
けい

論的
ろんてき

なもの）も含
ふく

めればもっとたくさんです。 

救
すく

い主
ぬし

がベツレヘムで生
う

まれる（ミカ5
ご

：1
いち

〔口
こう

語
ご

訳
やく

5
ご

：2
に

〕）ことや、手
て

足
あし

が刺
さ

し貫
つらぬ

かれる（イザヤ 5
ごじゅう

3
さん

：3
さん

−5
ご

）ことなど、具
ぐ

体
たい

的
てき

な預
よ

言
げん

もありますが、イエス様
さま

の人生
じんせい

と、死
し

、復活
ふっかつ

についての預
よ

言
げん

が正確
せいかく

に成
じょう

就
じゅ

したこ

とから、聖書
せいしょ

が神様
かみさま

の霊感
れいかん

を受
う

けて書
か

かれていたことを証
しょう

明
めい

します。イエス様
さま

自身
じしん

も、自
じ

分
ぶん

の死
し

と復活
ふっかつ

、エルサ

レム滅亡
めつぼう

、再臨
さいりん

などを預
よ

言
げん

されました。これらの預
よ

言
げん

成
じょう

就
じゅ

は聖書
せいしょ

が信頼
しんらい

できることの証
しょう

拠
こ

です。 

 

５．水曜日
すいようび

：歴
れき

史
し

としての聖書
せいしょ

 

聖書
せいしょ

には人間
にんげん

の歴
れき

史
し

が記
き

録
ろく

されています。単
たん

なる哲学
てつがく

思
し

想
そう

ではなく、歴
れき

史
し

の中
なか

で神様
かみさま

が何
なに

をなさったのかを

記
き

録
ろく

したものです。そして神様
かみさま

の行
こう

為
い

には目
もく

標
ひょう

があります。それは①メシアの約束
やくそく

、②イエス様
さま

の再臨
さいりん

 です。 

 福音書
ふくいんしょ

とパウロのあかしは、イエス様
さま

が亡
な

くなり、埋葬
まいそう

され、復活
ふっかつ

し、人
ひと

の前
まえ

に姿
すがた

をみせられたというもの

です。パウロは、もしこのあかしが否
ひ

定
てい

されるなら、宣
せん

教
きょう

することも、信仰
しんこう

することも「無駄
む だ

」（ I
いち

・コリント   

1
じゅう

5
ご

： 1
じゅう

4
よん

）だと言
い

っています。弟子
で し

たちは、イエスさまが「確
たし

かに」復活
ふっかつ

したと証
しょう

言
げん

したのでした。そして、

キリストの復活
ふっかつ

は、わたしたちも復活
ふっかつ

の希
き

望
ぼう

があることを保
ほ

証
しょう

しています。わたしたちはキリストによって生
い

かさ

れるのです。 

 

６．木曜日
もくようび

：人
ひと

を変
か

える御
み

言
こと

葉
ば

の力
ちから

 

 若
わか

くしてユダ王国
おうこく

の王
おう

となったヨシヤは 2
にじゅう

5
ご

歳
さい

の頃
ころ

、「律法
りっぽう

の書
しょ

」を発見
はっけん

しました。ヨシヤの父
ちち

アモンと祖父
そ ふ

マナセは神
かみ

を捨
す

て、偶像礼拝
ぐうぞうれいはい

をおこなっていたため、律法
りっぽう

の書
しょ

が長
なが

い間
あいだ

行
ゆく

方
え

不
ふ

明
めい

になっていたのでした。ヨシヤ

は律法
りっぽう

の書
しょ

を読
よ

むと、いままでユダヤが神
かみ

の律法
りっぽう

に背
そむ

いていたことを嘆
なげ

き悲
かな

しみました。ヨシヤはすぐに宗
しゅう

教
きょう

改革
かいかく

をはじめ、偶像礼拝
ぐうぞうれいはい

をする場
ば

所
しょ

だった高台
たかだい

を取
と

り壊
こわ

し、外国
がいこく

の神々
かみがみ

の偶像
ぐうぞう

をすべて破
は

壊
かい

したのです。ヨシ

ヤはエルサレムの神殿
しんでん

で本当
ほんとう

の神
かみ

だけを礼拝
れいはい

するようにしました。神
かみ

のことばを発見
はっけん

することで、人々
ひとびと

に悔
く

い改
あらた

めが与
あた

えられたのでした。聖書
せいしょ

には人
ひと

を変
か

える力
ちから

があります 

 

７．金曜日
きんようび

：さらなる研
けん

究
きゅう

 

 わたしたちは、聖書
せいしょ

を神
かみ

のみこころについて権
けん

威
い

あるまちがいのない啓
けい

示
じ

として受
う

けとらなければなりません。 

復活
ふっかつ

の約束
やくそく

がなければ私
わたし

たちの信仰
しんこう

が無駄
む だ

になってしまうのはなぜでしょうか。考
かんが

えてみましょう。 


